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はじめに 
 














二共和国時代であった。1931 年 6 月に召集された憲法制定議会での議論の後に、12 月に女性参
政権（第 36 条）、婚姻における男女の平等（第 43 条）など男女平等の精神を織り込んだ第二共











                                                      
1 Condesa de Campo Alange, (María Laffitte), La mujer en España:cien años de su historia 1860-1960, Madrid, 
Aguilar, 1964. p. 9. この表現はアレナルの著作である La voz que clama en el Desierto から取られたものと思
われる。 






















ルナン・カバジェロ（Fernán Caballero）（本名は Cecilia Böhl de Faber)やロサリオ・デ・アクー
ニャ(Rosario de Acuña)のように男性名をペンネームとして用いていた女性もいたのに対し、ア
レナルとパルド・バサンは本名で自らの言葉に責任を持って執筆活動を行った。 
                                                      
2 Capmany, María Aurèlia, El feminismo ibérico, Barcelona, oikus-tau, 1970. 
Capel Martínez, Rosa María, “El voto femenino durante la II repúclica”, en Tiempo de Historia, núm.19, Madrid , 
junio, 1976. など。 
3 この点については、拙稿『スペイン女子教育の進展—新しい教育とフェミニズムの担い手たち』専修大学
人文科学研究所月報 221 号 2006 年１月を参照。 
4 Carr, Raymond, España 1808-1939, Madrid, Ariel, 1970. 
5 ガリシア地方出身の女性達に関しては Marco, Aurora, “Mujeres gallegas del XIX: Esas desconocidas”, en 
Flecha, C., Torres, I. (eds.),La mujer nueva, realidad, respuestas nuevas, Madrid, Fundación Castroverde, 1993. 
が取り上げている。 


























                                                      
6 彼女の人生についての近年の研究成果として、Lacalzada de Mateo, María José, Mentaliad y proyección social 
de Concepción Arenal, Zaragoza, 1994.をあげておく。 
7 ドイツの哲学者カール・クラウゼに影響を受けた汎神論に基づく思想で、スペインの知識人たちに大き
な影響を与えた。スペインにはサンス・デル・リオによって紹介された。 
8 Joaquín Sama による記事。Marsa Valcells, Plutarco, Concepción Arenal y la Institución Libre de Enseñanza, 
Madrid, Cuadernos de Olalla, 1992. 
9 La Voz de la Mujer, Mundo Femenino など。La Voz de la Mujer では La mujer del porvenir が連載された。 
10 Francos Rodríguez, José, La mujer y la política españolas, Madrid, Editorial Pueyo, 1920, p. 123. 
11 Posada, Adolfo, Feminismo, Madrid, 1994. （初版は 1899 年） 












に尽力した。1994 年に創刊された女性史研究雑誌も彼女の名前をとって Arenal と命名された。 















アレナルの女性問題に関する初めてのまとまった著作は『未来の女性』 (La mujer del porvenir 
1861 年執筆。出版は 1868 年)である。この本でアレナルは、スペイン女性の文化的、心理的抑
圧状況を分析した。アレナルは女性の能力が男性よりも劣っていることはないと言明している。
生物学的観点から、すなわち、女性は脳ミソの量が男性よりも少ないので、男性よりも知的能
                                                      
12 Francos Rodríguez, José, op.cit., p. 124. 
13 Casas Fernández, M., Concepción Arenal : Su vida y su obra, Madrid, Librería General de Victoriano Suárez, 
1936, p. 10. 
－ 6 － 




























                                                      
14 Arenal, Concepción,“La mujer del porvenir”, en Armiño, Mauro (ed.), La Emancipación de la mujer en España, 
Madrid, Júcar,1974, p.127. この本には Estado actual de la mujer en España, La educación de la mujer, El trabajo 
de las mujeres, La mujer del porvenir, La mujer de su casa が所収されている。 
15 Ibid., p. 104. 
16 Ibid., pp. 157-164. 
17 Pardo Bazán, Emilia, La mujer española y otros artículos feministas, Madrid,Editora Nacional, 1976, p. 187. 
－ 7 － 
いものだと考えたからである。 























                                                      
18 この論文は Stanton, The woman question in Europe, Putnam's Sons, New York, 1884. のために書かれ、スペ
インでは Boletín de la Institución Libre de Enseñanaza, （自由教育学院の機関誌）31-8-1895 に発表された。 
19 Arenal, Concepción ,“Estado actual de la mujer en España”, en Armiño (ed.), op.cit., p. 28. 
20 Ibid., p. 30. 
21 Pardo Bazán, Emilia,“Conclusiones de la memoria leída en el Congreso pedagógico , el del 17 de octubre de 
1892”, en Pardo Bazán, op.cit. 彼女がこの会議に出席したと述べている研究もいくつか見られるが、それは
誤りである。例えば Roig, Mercedes, La mujer y la prensa : desde el siglo XVII a nuestros días, Madrid, 1977. 
Fagoaga, C., Saavedra, P., Clara Campoamor, Madrid, 1981. p. 25. ファゴアガの記述はカンポ・アランヘのも
のに依拠しているが、カンポ・アランヘは、「彼女（アレナル）の報告が読まれた」と記述しており、アレ
ナルが出席しているとは書いてはいない。Campo Alange, op.cit., p. 161. 
22 Pardo Bazán, Emilia, op. cit., p. 110. 
23 Arenal, Concepción ,”La Educación de la mujer,”en Armiño , op.cit., p. 65. 
24 Ibid., p. 67. 
－ 8 － 
ストたちのイニシアティブで女子教育が開始された時期とも重なる。『家庭の女性』は、自由教
育学院のメンバーの中で、女性を擁護したポサーダやラファエル・トレス・カンポス(Rafael 























                                                      
25 Febo, Guiliana di,“Los orígenes del debate feminista en España:La Escuela krausista y la Institución Libre de 
Enseñanza”, en Sistema, núm. 12, Madrid, enero, 1976. 
26 Marsa Vancells, Plutarco, concepción Arenal y la Institucion Libre de Enseñanza, madrid, Torremozas, 1992. p. 
21.  
27 アレナルは、この新聞だけで 500 以上の記事を執筆している。Marrades, María Isabel,“Feminismo, prensa 
y sociedad en España”, en Papers:Revista de Sociología, Núm.9, Barcelona, Universidad Autónoma de Barcelona, 
1978, p. 110. 
28 Santalla, Manuela による Blanco-Amor, E., Fray Benito Jerónimo Feijóo:antología popular, con Epílogo de 
Concepción Arenal, El Centro Gallego de Buenos Aires, 1877 からの引用。 “La condición femenina en 
Concepción Arenal”, Arenal, Vol.1, núm. 1, 1977, p. 110. 
29 アカデミアでの男女差別を知っていたアレナルは、息子の名前で投稿した。受賞したのが 10 歳の少年だ
－ 9 － 
にベッドを贈り、博愛とは病人に寄り添い、慈善とは手をさしのべることだという精神は、1860




























1890 年 5 月から 8 月にかけて、「近代スペイン」La España Moderna 誌上に、「スペインの女性」
                                                                                                                                          
とわかり、執筆者はコンセプシオン・アレナルであることが判明した。アカデミアでの男女差別問題はパ
ルド・バサンも取り上げている。 


























                                                      
30 この論文はロンドンの Fortnightly Review のために前年の 1889 年に執筆したものであった。Pardo Bazán, 
Emilia, op. cit., p. 25. 
31 Pardo Bazán, Emilia, op. cit., p. 34. 
32当時のスペインの上流家庭では、イギリス人の家庭教師をつけるのが一種の流行であった。貴族の家庭に
育ったコンスタンシア・デ・ラ・モーラも、イギリス人の家庭教師について勉強していた。Mora, 
Constancia de la, Doble Esplendor, Barcelona, Crítica, 1977. 
33 Pardo Bazán, Emilia, op. cit., p. 50.  当時、医師のような専門職に就く女性も出現してはいたが、それは
例外であった。当時の数少ない女性医師で、1882 年に女性として最初に博士号をとったマルティナ・カス
テイス（Martina Castells）は、若くして出産時に命を落としてしまった。彼女の体は知的な活動のために
破壊されたと言われていた。Capel Martínez, Rosa María, El trabajo y la educación de la mujer en España 
1900-1936, Madrid, Ministerio de Cultura, 1986. 





























                                                      
34 Pardo Bazán, Emilia, op.cit., pp. 69-70. 
35 Ibid., p.70. 
36 この作品をはじめとするいくつかのパルド・バサンの作品については、磯山久美子「エミリア・パルド
・バサン」高橋博幸、加藤隆浩編『スペインの女性群像』行路社 2003 年 154−168 頁を参照。 
37 ペレス・ガルドスが執筆し後にルイス・ブニュエルが映画化した作品「トリスターナ」（公開時の邦題「哀
しみのトリスターナ」）の主人公トリスターナは彼女をモデルにしたものだという。 


























                                                      
38 Ordóñez, Elizabeth, “Revising Realism: Pardo Bazán’s Memorias de un solterón in Light of Galdós’s Tristana 
and John Stuart Mill”, Noel Valis, Carol Maier (eds.), In the Feminine Mode,Lewisburg, Buckwell UP, 1990, pp. 
146-173. 
39 彼女が離婚という制度についてどう考えていたのかはわからない。カルメン・デ・ブルゴスが Diario 
Universal 紙上で離婚についてのアンケートを行ったときには、「離婚について特に考えていることはない」
と回答している。 
40 Pardo Bazán, Emilia, “Concepción Arenal y sus ideas acerca de la mujer”, Nuevo Teatro Crítico, año III, febrero, 
1893, núm. 26, pp. 269-304.  Nuevo Teatro Crítico は彼女が主宰していた雑誌で、編集、執筆まですべて一
人で行っていた。文芸批評や女性問題についての記事が掲載されている。すべての号が以下の URL で参照
できる。http://www.cervantesvirtual.com/servlet/IndiceTomosNumeros?portal=0&Ref=13160 
41 Pardo Bazán, Emilia, 1976, p. 92. 


























                                                      
42 Ibid., pp. 100-101. 
43 Febo による引用。Febo, op. cit., p. 58. 





べている。Montseny, Federica, Mis primeros cuarenta años, Barcelona, Plaza&Janés, 1987, p. 135.  
46 Varela, Juan, “Las mujeres y las Academias. Cuestión social inocente” (1891), en Obras completas, Luis Araujo 
Costa (estudio preliminar), Madrid, Aguilar, 1961, tomo II, pp. 856-68. 
－ 14 － 


























                                                      
47 Pardo Bazán, Emilia, “La cuestión Académica”, en Pardo Bazán, 1976, p. 203. 
48 最初の女性のアカデミア会員は 1932 年歴史アカデミアの正式会員(académico de número)となったメルセ
デス・ガイブロイス(Mercedes Gaibrois)である。王立アカデミアは定員制で、正式会員の他に名誉会員
(académico de honor)と特別会員(académico de mérito)というカテゴリーがある。18 世紀には芸術アカデミア
に 12 名の女性が名誉会員として、6 名が特別会員となっている。言語アカデミアでは、マリア・イシドラ・
デ・グスマン・イ・ラ・セルダ(María Isidra de Guzmán y la Cerda)が 1784 年に名誉会員となった。Campo 
Alange,op.cit., pp. 245-246. 
49 カルメン・デ・ブルゴスについては、拙稿「カルメン・デ・ブルゴス（コロンビーネ）のフェミニズム
を巡って」専修大学人文科学年報 31 号，2001 年を参照されたい。 




























                                                      
50 Campo Alange, op.cit., p. 129. 
51 Simón Palmer, María del Carmen, Arenal y Lázaro:La admiración por una mujer de talento, Madrid, Fundación 
Lázaro Galdiano, 2002, pp. 13-14. 
52 Mangini,Shirley, Las modernas de Madrid, Barcelona, Ediciones Península, 2001, p. 43. 
53 Arredondo, Carmen, “Concepción Arenal: la primera mujer que pisó la Universidad”, en Historia Internacional, 
núm.1, abril, 1975, p. 48. この論稿はアレナルの著作をもとにした彼女との仮想インタビューである。 
54 Cambrils, María, El feminismo socialista, Valencia, 1925. 















本稿は専修大学研究助成（2006 年度）「スペインの Womanhood の生成をめぐって」の成果の
一部である。 
                                                      
55 Campo Alange, op.cit., p. 125. 
